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32,葉 片接種法による トウモロコシ南方さび病抵抗性検定法

[要約 ]

吸収パット入 リシャーレにカイ室 チン・ンヨ糖液 を分注 し、それに5ヽ 6葉期のと立

上i■ L葉着を置床 して直宣童 2痘菌を接種 し1■豊抵抗性を検定する方法を考案した
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[背景 ,ね らい]

トウモロヨシ南方さび病は晩植・二期作目栽培で多発する重要病害である。昨年度本病

抵抗性をイチゴハ
°
ックで栽培 した 5～ 6葉期の幼苗に病原菌を接種 して検定する方法を発表し

た。しかし接種後の植物の維持管理や調査が繁雑であったためより簡易な抵抗性検定法を

考案する必要がある。

[成果の内容・特徴]

①葉片接種法による南方さび病抵抗性の検定手順は図 1の とおりである。

②培養液はカイネチン20μ g/ml、 ショ糖0.5%(W/V)と した。夏胞子を懸濁するツイーン20の濃

度は100ppm程度が適量であった (表 1)。 葉片は接種後20日 以上緑色を保つことができ

た。なお吸収パット入リシャーレはアドギンテック東洋製のPD-47B(直径47mm)を 用いた。

③抵抗性の異なる5品種を用いて検定した結果、従来の幼苗接種による方法 (草地飼料作

研究成果最新情報第 9号 :61～ 62頁 )と 抵抗性の品種間差が一致した (表 2)。 また圃
場検定結果とも抵抗性の強弱の順序が一致したcなお本法では接種に必要な胞子量が前
記の手法に比べ少量で済むのも利点である。

①本法では同時に多数の菌株を用いた抵抗性検定が可能である。抵抗性品種P3470及 び感受

性品種P3353を 用いた検定例では接種菌株によつて抵抗性が大きく異なることはなかった

(表 3)。

Oこ のように本法ではトヮモココシ南方さび病に対する抵抗性が簡易に検定できる。なお

本法では恒温接種箱やインキュベーター等の装置は不要であるc

[成果の活用面・留意点]

①本法は多数の菌株の継代保存や接種源の増殖にも適用できる。

②検定には夏季に栽培したとうもろこし葉を用いた方が良好な結果が得られる。

③SH2914、 SH2918等 の品種では培養液にショ糖を加えない方が良好な場合がある。
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[具体的データ]

表 1. ツイーン20のキ;豊度と葉片
接種法で形成された夏胞子堆数

濃度   夏胞子堆数
ｍｐｐ

００

０

０

０

０

０

０

０

０

０

１

５

３

２

１

477
942
1273
1312
1693

品種 :P3358:菌 株 :91④
胞子堆数は6葉片の合計

図 1、 葉片接種法の検定手lll頁 (注 :下から数えて 5枚 目
の展開葉を殺菌水で洗浄後中肋部を除いた半葉を用いる)

表 2.葉片接種法による品種抵抗性検定と従来の検定との比較

葉片接種法*1)     従来の*2)圃場*3)
接 種 菌 株      幼苗   接種

品種名    大分②  大分⑩  熊本0  接種法  検定
320
981
2071
2643
3164

0。 159
0。 285
0。 510
0.635

5。 3
10.8
22.1
191.4
473.3
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表 3.多数の菌株を用いた抵抗性検定結果の一例

菌株名  試験 I 試験 Ⅱ 試験Ⅲ  I 試験Ⅳ
長崎②  2.1/7 責

υ
ア
４

長 崎 1  1。 3/75.3

1  0/48.5九農試0
九農試⑫ O. .91 4

9 1②    O.5/74.5
91

1,9/76.0

1 0。 3/88.5

大分②
大分⑨
人分⑩
熊本②
熊本⑥

0。 9/88。 9 1.3/127.9

0.8/116.9
ｎ
乙 78.0 0 5/59.8

0.4/57.8
7.0/133.9 4.4/115.9 1.0/161.6

1.8/145.2

1.6/145。 2
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数で抵抗性品種(P3470)/

○数字は同一罹病葉から単胞子堆分離した菌株

暖地ライグラス類及び飼料作物主要病害の発生機作の解明と抵抗性検定法の開発

警霧愛肇:・ 井上興       
彊究期間 :平成 6年度 (平成 6～ 8年度 )
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